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ヘルスアップぷらんに係る市民アンケート回収/状況（令和4年度実施）
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【第1条】 朝ごはんを食べて今日もスタート

※評価は、「増加」「減少」については、５％以上の改善は「順調」とした。
５％未満の改善の場合は「やや改善」とした。
数値が悪化した場合は「努力が必要」とした。4



【年代別朝食の摂取状況（幼児保護者から高校生）】

（H28年度実施市民アンケート） （R4年度実施市民アンケート）

幼児保護者から高校生までをみ
ると、「中学生」「高校生」は
毎日朝食を食べる割合が減少し

ている。
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●毎日朝食を食べる割合は、20代が最も低い！
●H28年度と比較すると50歳代の減少割合が高い。

【年代別朝食の摂取状況（成人）】

（H28年度実施市民アンケート） （R4年度実施市民アンケート）
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朝食は何を食べて
いるでしょうか？
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朝食の回数が多い人の方
が1週間当たりの排便回

数も多い。
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毎食野菜を食べる割合は、
全ての年代で平成28年度

を下回っている。

※評価は、「増加」「減少」については、５％以上の改善は「順調」とした。
５％未満の改善の場合は「やや改善」とした。
数値が悪化した場合は「努力が必要」とした。
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【野菜の摂取状況】
毎食野菜を食べる割
合は、幼児、高校生

が低い！
（H28年度実施市民アンケート）

毎食野菜を食べる割合は、
50代の減少率が高い！

毎食野菜を食べる割合
は、20代が最も低い！

（R4年度実施市民アンケート）
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バランスよく食べる割合
は、全ての年代で平成28
年度を下回っている。

※評価は、「増加」「減少」については、５％以上の改善は「順調」とした。
５％未満の改善の場合は「やや改善」とした。
数値が悪化した場合は「努力が必要」とした。
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（H28年度実施市民アンケート） （R4年度実施市民アンケート）

主食・主菜・副菜がそろった食事
の摂取割合は、30代が最も低い！

12



※評価は、「増加」「減少」については、５％以上の改善は「順調」とした。
５％未満の改善の場合は「やや改善」とした。
数値が悪化した場合は「努力が必要」とした。
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小学生・中学生・高校生の約7～8割は外
食と家庭の味の濃さが変わらない。

幼児では、約9割が大人と
子どもの味付けが同じ。

（H28年度実施市民アンケート） （R4年度実施市民アンケート）

【大人の食事と同じ味付けの割合】

【外食と比べて家庭の味が濃い割合】

（H28年度実施市民アンケート） （R4年度実施市民アンケート）
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減塩を意識している人の割合は、
20歳代が最も低い。

【減塩を意識している人の割合】

（H28年度実施市民アンケート） （R4年度実施市民アンケート）
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食育に関心を持っている人の割合

野菜もりもり応援店認定店舗※数

※評価は、「増加」「減少」については、５％以上の改善は「順調」とした。
５％未満の改善の場合は「やや改善」とした。
数値が悪化した場合は「努力が必要」とした。
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【食育に対する関心】

（H28年度実施市民アンケート） （R4年度実施市民アンケート）
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【たべる】まとめ
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【 】
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※評価は、「増加」「減少」については、５％以上の改善は「順調」とした。
５％未満の改善の場合は「やや改善」とした。
数値が悪化した場合は「努力が必要」とした。
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幼児の家での過ごし方は、約7割
が「家の中」で遊んでいる。

（H28年度実施市民アンケート） （R4年度実施市民アンケート）

（H28年度実施市民アンケート） （R4年度実施市民アンケート）
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（H28年度実施市民アンケート） （R4年度実施市民アンケート）

【日常的（週に１回以上）に、運動（散歩等を含む）をする習慣】

運動習慣の割合は、30歳代、40歳代の順で低い。
最も高いのは、70歳以上。

H28年度との比較では、
20歳代の運動習慣割合が

最も増えている。
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1日の歩数（「ほとんど歩かない」「1日10分程度」）の
割合が最も低いのは、30歳代！

（H28年度実施市民アンケート） （R4年度実施市民アンケート）

【１日に歩く時間】
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【うごく】まとめ
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※評価は、「増加」「減少」については、５％以上の改善は「順調」とした。
５％未満の改善の場合は「やや改善」とした。
数値が悪化した場合は「努力が必要」とした。
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中学生の適正体重を知っ
ている割合が最も低い。

各年代ともに約7～8割の人が、
適正体重を知っている。

（R4年度実施市民アンケート）（H28年度実施市民アンケート）

【自分の適正体重の認知状況】
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※評価は、「増加」「減少」については、５％以上の改善は「順調」とした。
５％未満の改善の場合は「やや改善」とした。
数値が悪化した場合は「努力が必要」とした。
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（R4年度実施市民アンケート）

【健康診断の受診状況】

（H28年度実施市民アンケート）

※ R4年度の質問:過去1年間に、健診を受けましたか

各年代とも健康診断受診率
は増加している。
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※評価は、「増加」「減少」については、５％以上の改善は「順調」とした。
５％未満の改善の場合は「やや改善」とした。
数値が悪化した場合は「努力が必要」とした。
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（R4年度実施市民アンケート）

【かかりつけ医を持っている人の割合】
かかりつけ医などがいる割
合は、40歳代が最も低い。（H28年度実施市民アンケート）

70歳以上のかかりつけ医が
いる割合は、76.9％とH28年
度より減少している。
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※評価は、「増加」「減少」については、５％以上の改善は「順調」とした。
５％未満の改善の場合は「やや改善」とした。
数値が悪化した場合は「努力が必要」とした。
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【定期的（1年に1回以上）に歯医受診を受けている割合】

（H28年度実施市民アンケート） （R4年度実施市民アンケート）
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項目（市） 対象 市現状
（平成28年度）

結果値
（令和４年度）

市目標
(平成33年度) 評価

歯周病を有する人の割合（20歳代） 成人 39.7% 33.9% 38%以下 順調
歯周病を有する人の割合（40歳代） 成人 52.7% 55.1% 51%以下 やや改善
歯周病を有する人の割合（60歳代） 成人 44.5% 48.9% 41%以下 やや改善
歯周病を治療中の人の割合(20歳代) 成人 0.0% ー
歯周病を治療中の人の割合(40歳代) 成人 1.7% ー
歯周病を治療中の人の割合(60歳代) 成人 10.2% ー

項目（市） 対象 市現状
（平成28年度）

結果値
（令和４年度）

市目標
(平成33年度) 評価

3歳児でう蝕がない者の割合の増加
（県）(う蝕＝虫歯)

幼児
（3歳児） 87.2% 90.7％ 90%以上 やや改善

12歳児の一人平均う歯数の減少 小学生
（12歳児） 0.62歯 集計中 減少 集計中

※評価は、「増加」「減少」については、５％以上の改善は「順調」とした。
５％未満の改善の場合は「やや改善」とした。
数値が悪化した場合は「努力が必要」とした。
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（R4年度実施市民アンケート）【子どもの仕上げ磨きと歯磨きにかける時間】

幼児の「定期的なフッ素塗
布をしている割合」は、
66.9％。
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（R4年度実施市民アンケート）
【歯磨きにかける時間】

【歯の健康のために
実施していること】

各年代とも
「1日1回以上ていねいに
歯を磨くようにしてい
る」割合が高い。

小学生、中学生、高校生全
てにおいて「1日1回以上て
いねいに歯を磨くようにし
ている」割合が90％を超え

ている。
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【歯周病を有する割合】 （R4年度実施市民アンケート）
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※評価は、「増加」「減少」については、５％以上の改善は「順調」とした。
５％未満の改善の場合は「やや改善」とした。
数値が悪化した場合は「努力が必要」とした。

「健康チャレンジ10か条をしてい
る人の割合は全体の7.2％

「健康チャレンジ10か条の項目を
実践している人の割合は高い。
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●肥満者の割合は女性より男性の割合が多い。
●男性の肥満者の割合は、50歳代が最も多い。

●女性の肥満者の割合は、70歳以上が最も多い。
●20歳代、50歳代のやせの割合が多い。

（R4年度実施市民アンケート）
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※評価は、「増加」「減少」については、５％以上の改善は「順調」とした。
５％未満の改善の場合は「やや改善」とした。
数値が悪化した場合は「努力が必要」とした。
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【まもる】まとめ
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※評価は、「増加」「減少」については、５％以上の改善は「順調」とした。
５％未満の改善の場合は「やや改善」とした。
数値が悪化した場合は「努力が必要」とした。
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（R4年度実施市民アンケート）
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（R4年度実施市民アンケート）

46



47



48



49



50



※評価は、「増加」「減少」については、５％以上の改善は「順調」とした。
５％未満の改善の場合は「やや改善」とした。
数値が悪化した場合は「努力が必要」とした。
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朝食の回数が多い人の
方が就寝時間が約1時間

早い。

朝食の回数が多い人の
方が睡眠時間が⾧い。



【たのしむ】まとめ
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(市民アンケート：健康維持のための実践項目の問より抜粋）
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